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Profile─さとう　ひろし
2006年，筑波大学大学院人間総合科学
研究科博士課程修了。博士（心理学）。
専門は臨床心理学，認知行動療法。著
書は『なるほど！心理学観察法』（編
著，北大路書房），『ガードナー臨床ス
ポーツ心理学ハンドブック』（監訳，
西村書店），『学校でできる認知行動療
法』（共著，日本評論社）など。

この人をたずねて

■佐藤先生へのインタビュー

─佐藤先生がこれまで取り組ま
れてきたご研究について教えてく
ださい。
　現在まで取り組んできた研究と
しては大きく三つあります。一
つ目は，児童期のうつについてで
す。学部生のころから，児童期，
主に小学生のうつについてメイ
ンで研究をしてきました。子ど
ものうつに対する認知行動療法

（Cognitive-Behavioral Therapy: 
CBT）についての基礎研究と，そ
の知見を応用した介入プログラ
ムを作成し，介入研究を行いまし
た。二つ目は，アメリカでの留学
をきっかけに，児童と介入方法は
同様ですが，主に大学生を対象と
したCBTについての研究を行っ
ています。三つ目は最近取り組
み始めた，就学前の子どもを対象
とした親子相互交流療法（Parent-
Chi ld Interact ion Therapy : 
PCIT）の研究です。対象として
は，うつではなく発達障害の子ど
もがメインになりますが，そうし
た子どもと関わる大人も，ともに

介入を行うというものです。
─先生がご研究を始められた
きっかけはどのようなものでしょ
うか。
　もともと臨床心理学に興味が
あったのですが，学部生のころに
子どものうつについての記事を
読んだことがきっかけです。そこ
で，子どもにうつがあることが衝
撃でした。そんなものが本当にあ
るのか，本当にあるのであれば，や
りがいがあるなと感じました。調
べてみると文献数が限られてお
り，当時は苦労しましたが，まだま
だ研究できる余地があるのではな
いかと思い，取り組み始めました。
─研究を始められた当初の先生
のように，私にとって子どものう
つは成人のものよりイメージがし
づらいです。何か違いがあるので
しょうか。
　診断基準は，ほとんど成人と変
わりません。ただ，特徴的な点と
しては，楽しさや活動性が減退す
るという症状が，抑うつ気分の症
状よりも頻繁にみられる点です。
明らかに落ち込んでいるといった
一般的なうつのイメージよりも，

やる気がないと誤解されやすい
ケースが多いです。そもそも子ど
ものうつはないか極めて稀だとい
われてきたので，最近まで子ども
のうつ病はなかなか認知されてい
ませんでした。2004年に学会で
小学生の抑うつ症状のデータを発
表したときは，取材がたくさん来
ました。
─凄いですね！
　当時はそれだけ意外性があった
ということだと思います。現在は
少し変わってきていて，子どもの
うつに関してはある程度認識され
てきたように思います。また，う
つ病の場合は，発達障害や自閉症
の子どもたちとは違って，クラス
の中であまり目立たないケースも
珍しくありません。思春期の問題
として片付けられてしまうなど，
見逃されることがより多いので，
子どものうつは，「見ようとしな
いと見えない」ものです。
─ CBTの魅力はどういったも
のがありますか。
　始めた当初は，治療効果に関す
るデータがいちばん揃っていたと
いう点が魅力でした。現在いちば
ん治療効果のある・可能性のある
ものを学びたいと考えていまし
た。実際に行っているうちに面
白いなと思ったところは，CBTは
現実主義的で実際に効果を上げ
るものを利用していこうとする
実践的な手法であるという点で
す。よく，CBTはツールボックス
に例えられるのですが，コースメ
ニューというよりは，アラカルト
メニューに近いです。
─アラカルトメニューですか？
　CBTはコースメニューのよう
に，どのクライアントに対しても
決まりきったプログラムを提供す
ると思われていることがよくあ
るのですが，実はそういうわけで
はありません。実際には，アラカ
ルトメニューのように，様々なメ

関西学院大学文学部 教授

佐藤　寛 氏

インタビュー
白井真理子



37

この人をたずねて

ニューをクライアントに合わせ，
組み合わせながら介入を行ってい
くものです。CBTのツールボッ
クスの中から，比較的柔軟に，自
由に介入を行えるところは魅力的
です。
─ CBTの中で，感情はどのよ
うに扱われていますか。
　CBTでは個人の体験を，認知，
行動，感情，身体反応の四つに分
けることを定石としています。で
も，誰も認知行動感情身体反応療
法とは呼ばないですよね（笑）。
この四つは相互に絡み合いなが
ら，複雑にループしています。ど
こかが変わればそれが突破口にな
り，悪循環から抜け出すことがで
きる。これを狙うのがCBTです。
認知と行動は，このループの中で
も比較的変えやすい側面だといわ
れています。なので，実際には感
情のアセスメントもしますし，小
学生のうつ病の介入プログラムで
も感情的な体験を言葉にするとい
う練習をはじめに丁寧に行ってい
きます。最初は自分自身の感情状
態を認識できない人も多いです。

「分からないことが分かるように
なる」というのは，とても良いこ
とで，CBTのプログラムでも初回
に心理教育を行うことが定番です
が，今まで悩んでいたことに名前
がつけられて，これからの進む道
という見通しを持てることが安心
につながるのではないかなと思い
ます。
─実際のクライアントとお話を
する際に気をつけておられること
はありますか。
　相手の体験に寄り添いながらお
話を聞くということが基本になる
と思います。研究者としての眼
で見るときは，母集団を想定し，
データを扱うので条件間の比較を
重要視すると思います。一方，臨
床では条件間や個人間の比較が優
先ではなく，一人一人の目線から

スタートするので，徹底してクラ
イアントの目線に立つことが大切
です。もう一つ大事なことは，自
分自身も気持ちを持った人間なの
だということを知っておくことで
す。深刻な相談事というのは，聞
いたほうにも動揺が生まれます。
そうすると，なんとかしてこの場
を終わらせたいと思って，ごまか
すようなことを言ってしまうかも
しれません。深刻な問題は避けた
いと思う衝動に駆られることは，
自分自身も人間なのだから当然な
のだということを，きちんと頭の
中に入れておくことが大切だと思
います。
─最後に，若手研究者へのメッ
セージをお願いします。
　自分自身の大学院生時代やポス
ドク時代を振り返って思うことで
すが，心理学の若手のキャリアの
歩み方は，時代を経て変わってき
たなという印象があります。情
報の発達も目覚ましく，いろいろ
な人とコミュニケーションをとる
ことが以前よりもずっと簡単にな
り，できることが増えていると思
います。これは今後も非常に強力
な道具になると思います。先人た
ちの声を真摯に聞いて，それを一
度自分のものにしたら，今という
この時代を生きていることを強み
にして，これまでとは違ったこと
に挑戦してみることもまた，時代
の流れに沿った取り組み方のよう
に思います。不安もあると思いま
すが，ぜひ今だからこそ享受でき
る不確定性を楽しんでください！

■インタビュアーの自己紹介

　インタビューを終えて
　2019年4月に開設されたばかり
の心理科学実践センターでお話を
伺うことができました。佐藤先生
にお会いするのは初めてでした
が，先生の柔和な雰囲気のおかげ
で楽しくインタビューをさせてい
ただくことができました。インタ
ビュー中には，講義時の資料を見
せながらご説明くださったり，セ
ンターの施設を見学させてくだ
さったりと，大変貴重な経験をす
ることができました。佐藤先生
は，研究者としても，実践家とし
ても両方の眼をお持ちで，まさに
基礎と臨床を繋ぐご研究や実践を
なされており，その姿勢に直に触
れることができ，強く感銘を受け
ました。
現在の研究テーマ

　私はこれまで悲しみの感情を中
心に研究を行ってきました。悲し
みといえども，死別のようなある
ものを喪う悲しみと，失敗のよう
な手に入れたかったものが手に入
らなかった悲しみでは，それぞれ
異なるタイプの悲しみであること
が示されています。現在は，悲し
みをどのようにすれば効果的に癒
すことができるか，記憶や身体表
現の観点から明らかにする研究に
取り組んでいます。
　今回，佐藤先生のお話を伺う中
で，私自身は基礎研究の観点から，
いつか実際の臨床場面に応用でき
るような，そして今の時代に生き
ているからこそ取り組める研究を
行っていきたいと強く思いました。

Profile─しらい　まりこ
同志社大学心理学部助教。2017年，同志社大学大学院心理
学研究科博士後期課程修了。博士（心理学）。専門は感
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